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ており，われわれの例は75％で死因統計では特にこの点
考慮を要する。占居・部位は頭部4，体部1，尾郡】，不明2
で，組織学的には腺癌7，蹴純癌1である。
　7）子宮癌と乳癌：子宮癌は12例（11％）で全癌の第3
位，女性癌の30％を占め第1位である。年齢的には刀経
閉止期の40代が最高，占屠部位は腔部3，頚轡部1，その
他は手術により不明であった。組織学的に基底細胞癌3，
輩純増及．び絨毛上皮癌各2，扁亭上皮癌，角化日干上皮癌
及び腺癌各1，混合型である。
　乳癌は寵検例では僅かに1例であるが，検査材料例は幽27
例で胃癌についで第2位を占め臨床上かなり多いことが予
想される。乱離材料で取り扱った乳房新生物67例中乳癌
27，i轟状マストパチーユ0，線維腺腫29であり，年齢的関係
は乳癌，マストパチーはほぼ同じ分布をなし40代に多く
両者の密接な関係を予想せしめm，線維腺腫は30代に多
い。組織学的には軍純禰漫性癌9，輩純蜂窩1伏癌3，腺癌3，
その他は前記の型の混合型である。さて子宮癌及び乳癌の
頻度は我國では剖楡統計はもとより瀬木の死因統計からす
るも，子宮癌は乳癌の3～5倍を示し，欧米と全く逆の関係
にある。われわれの資料からすると最近乳瘍が増加しつつ
あるような印象をうける。
　8＞』前立腺癌＝4例で全癌の3．6％，男子癌の5．8％を
占め第4位にある。これは長興・大野・鈴木等の0．4～1．3％
に比較するとかなり高い値である。Einfalt・Willisによる
と前立腺癌は男子癌の4．1～6．3％で，欧米でも最近著しく
増加している。前立腺癌は2P均年齢の最も高い癌であり，
われわれの例が多いのもlri本入の亭均年齢の延長のせいで
あろうか。
　9）大腸癌：剖自証は僅かに2例であるが，細査材料で
は23例の多数を占め，占居部位は幽艶12，結腸S亡状郡
3，下行部2，横行郡2，上行部】，不明2で下郡程多い。
組織像は腺癌20，軍純癌2，扁平上皮癌1で，後者は肛門
部に発生したも’のである。
　10）非上皮性腫瘍：　16例で総剖検数の3．2％，悪性腫：
瘍の1L2％を占め，男性10，女性6で年齢的にほぼ各年代
に平均に分布し，細綱肉腫：1ら5，リンパ肉腫3，円型細胞肉
腫2，プラスマ細胞睡2，その他4である。
　11）白血病及び非白血病：’16例で総剖槍数の3．2％，
悪性腫瘍の、11．2％を占め，男性9，・女性6で，若年者に多
く20オ代以下が68％を占め，骨髄性白血病12で最も多
tr”o
　以上繊蕃別癌腫についてはそれぞれの項で論じた。今日
癌1匝は死因として遜年上昇を示しているが13、，これは結核，
肺炎，下痢腸炎等の死亡減少Iu）による比較的聡加がが主因
である。準均壽命の延長による癌の継対数が如何に増した
かは我國では明かでない。しかし癌腫の臓器別分布は年代
により変化しつつあることは藤かで，從來少ながった肺，
前立腺，膵，乳癌等近年明かに増加を認め，欧米の傾向に
一致するといってよいであろう。
結 論
　最近：5年開の剖検例497例及び病的検査材料
186をi資料に統計的襯察を試み，且つ二二及び二
二の先人の統計と比較検討した結果訳の諸点が注
目される。
　1）悪性腫瘍は剖検数の28．3％を占め，三三は
21．9％にあたり從來の日本の統計に比し高率で最
近の1歌謡の数値に近い。
　2）特に肺癌，前立腺癌，膵癌は從來より増加
し最近の欧米のそれに符合する。
　3）乳疵は割楡例は少ないが検査材料よりすれ
ばかなり多く，その糟加傘は子宮癌に優るものの
如く予想される。この点も子宮癌が減少し乳癌が
激壇してV・るII歌米の傾向と同調するようである。
　4）　胃癌にお・いて今井敏授のC．P．】L．分類と鱒
’移との関係を見るとP．L．の張V・もの程晶晶の数
が多く，予後の判定に対する指針となるものと考
えられる。
（11召禾［129。5．6受付）
11）久留：　日外会誌53，537（昭27）．
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13＞渡辺：　H本刷会誌27，478（昭25）．
14）渡辺：　B本医会誌27，73（昭25），
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Summary
　　　This　report　deals　with　a　statistical　study　of　malignant　tumors　based　on　467　consecutive
autopsy　materials　during　the　recent　five　years　and　on　186　biopsy　materials　of　the　malig－
nant　tu皿ors　at　the　Department　of　Pathology，　Sapporo　University　of　Medicine．　The　data
were　eompared　with　those　in　the　previous　reports　in　Japan　and　other　countries・
　　　　1）　Of　the　497　necropsy　cases，　the　malignant　tumors　were　28．3％　and　the　carcinoma
21d9％・　These　percentages　were　much　higher　than　those　in　the　previous　reports　in　Japan
and　were　apparently　similar　to　those　in　the　recent　reports　in　Europe．
　　　　2）　The　data　also　indicated　a　remarkable　increase　of　cancer　of　the　lung，　prostate，
and　pancreas　in　JaPan，　which　coincides　with　the　recent　tendency　in　other　countries．
　　　　3）In　our　Ilecropsy　materials　the　uterine　cancers　were　observed皿ore　frequently
than　the　breast　cancers，　but　in　the　biopsy　specimens　the　breast　cancers　were　relatively
frequent．　The　relation　between　the　breast　and　the　uterine　cancers　appears　to　be　approxi－
mately　the　same　as　that　in　Europe・
　　　　4）　ln　regards　to　the　relations　between　the　histological　classification　and　the　prognosis
Qf　cancer，　usefulne＄s　of　C．　P．　L．　classification　Clmai）　was　recognized　：　in　the　cases　of　gastric
cancer　the　frequency　of　metastases　among　the　cases　of　P．　and　L　was　higher　than　in　C．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　May　6，　1954）　．
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